
 

 

 

 

 

『自分で考え、挑戦する夏休みに ～なりたい自分に向けて～ 』 

ひびきあい 
  川崎市立宮前平小学校 

学校だより第 5 号 

令和８年６月２６日 



 

 子どもたちが発表や展示などの表現活動を通 

し、進んで創造的に学ぶ場として学習発表会を行

います。 

 

【当日の確認】 

・保護者入場は開始１０分前となります。（開門） 

・正門にて ID カードのチェックを行います。 

・学習発表会は、写真・動画の撮影が可能です。 

   

【日程について】 

１年：１１月１７日（火）3・４時間目 

2 年：１２月１７日（木）３時間目 

3 年： １月２８日（木）３時間目 

4 年：１２月１５日（火）５時間目 

5 年： １月１９日（火）３・４時間目 

6 年： ２月２５日（木）５・６時間目 

 

☆その他、場所や内容など詳細は、今後の各学年

だよりでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月号から、学年だよりを学校だよりの

中に統合して掲載します。学校全体のこと

が一目でわかるようになります。 

また、複数のお子さんが在籍している場

合にも、ページを開き直さずに学年だより

を確認いただけるようになります。 

ご意見をいただきながら、さらに改善し

てまいります。 

夏季休業中の学校は次のような対応となります。職員は出張や研修等の関係で、連絡や回答に時

間がかかる場合があります。 

・電話対応、来客対応  ８：２５～１６：５５ 

・学校閉庁日  8 月 12 日（水）、13 日（木）、14 日（金） 

期間中は職員が不在となりますので、来校や電話等の対応ができません。来校や緊急でない 

電話は学校閉庁日を外していただくほか、事故等の緊急の際は、次の連絡先までお願いいたし

ます。 

なお、わくわくプラザは通常通り運営されます。 

【緊急の際の連絡先】 受付時間 8:30～17:15（12:00～13:00 を除く） 

教育委員会事務局 宮前区・教育担当 044-888-4035  

学校教育部指導課 044-200-3290 

お知らせとお願い 

 
9 月２５日（金）から１０月２日（金）まで個別面談を行います。子どもたちは 4 時間授業で、

給食後に下校となります。 

つきましては、日程希望調査を行います。６月２６日（金）にお配りした「令和８年度個別面

談のお知らせ」にて面談可能日をご記入いただき、７月３日（金）までに担任にご提出ください。 

「面談日程一覧表」は、７月１６日（木）に各クラスから配付しますのでご確認ください。 

この面談の中では、学校生活の様子だけでなく、前期の成績や学習の様子、理解度、課題など

についてお伝えしていく予定です。 

みなさまのご協力のおかげでたくさん

のポイントで応援をいただいております。 

6／22 現在、60.800 ポイントを寄付し

ていただいております。本校の目標は

1.200.000 ポイント（達成率 5.1％）で

す。引き続き、みなさまのご協力をお願い

致します。 

ご登録は 

こちらから 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮小CO
コ

ラム（支援教育コーディネーターからのお知らせ） 

７月の生活目標  「身のまわりの整理・整とんをしよう」 

はじめは不安と期待でいっぱいだった１年生も、毎朝自信をもって元気に登校している姿や、

自立してがんばってみようとチャレンジしている姿に大きな成長を感じます。また、夏休みに向

けて、自分で持ち物や生活環境を整える機会を 

つくっているところです。今回のことをきっかけに 

身の回りを自ら管理する力を育んでいきたいと考え 

ています。 

学校目標「今日も楽しく 明日が待たれる学校に！」 

について、今年度も各クラスの取り組みを職員室前 

掲示板に掲載しています。どんなクラスにしたいか、 

子ども達が話し合って決めました。来校の際は、 

保護者のみなさまも、ぜひご覧ください。 

日頃から、児童が水筒の紐を肩や首から掛けて通学している姿を多くみかけます。水

筒を肩や首から掛けた状態で移動していると、転倒した際に水筒が腹部と地面の間に挟

まれる形になりやすくなります。その結果、腹部を強く打ったり、内臓を損傷したりと

いった重大なけがにつながる恐れがあります。児童の安全を守るため、登下校時の水筒

の持ち方について、各ご家庭の状況に合わせた工夫をお願いいたします。 

 

【対策のアイデア】 

◆ランドセルの中に入れる（ただし水漏れを防ぐため、ビニール袋に入れることを 

推奨） 

◆手提げ袋（サブバッグ）に入れて持ち運ぶ 

 

 学校でも児童に、遊具等で遊ぶ際は水筒を置いてから遊ぶこと、水筒を持ったまま走

らないことなど、安全な持ち方について指導を行ってまいります。ご家庭におかれまし

ても、ぜひ一度水筒の持ち方についてお話しいただきますよう、ご協力をお願いいたし

ます。 


